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出席報告

会員数75名 出席数 45名 欠席数 26名

出席免除会員 ４名（荒川(雄)君、村上君、松本 （正)君、

新宮君）

出席率 ６５．３３％

前回補正出席率 10/21 77.78％ 10/15 100％

欠席者

芦立君、足立(延）君、藤尾君、深田君、秦野(一)君、秦

野（愛)君、井上（雄）君、井上（賢)君、勝部君、小谷（隆)

君、前畑君、松本(啓)君、西村君、野津君、尾沢君、坂

口君、安井君、戸田君、田村君、種田君、上森（英)君、

内田君、吉野君、吉岡君、山根君、山中君

ビジター
メーキャップ
全員登録（10/26地区大会）、小谷（隆)君、岩崎（浩）君、

永見君、井上（賢)君（10/30米子中央)、井上（博)君

（10/31米子)

今週のお祝い

出席100％祝：３４年種田進君、２２年井上博吉君、

創立記念：１日井上博吉君、８日吉野正樹君、１０日

内田幸男君、２６日永島清孝君

スマイルＢＯＸ 35,000円（累計442,000円）

創立記念：永島君、井上(博）君、出席100％：井上

（博)君、夫人誕生祝：宮岡君。池淵君、野坂（美)君、

米子東ＲＣゴルフコンペ優勝：高林君、ＧＳＥの受入

大変お世話になりました。10/29岡山にて歓送迎会

に参加しました。：杉本君、11/8～16ﾙｰﾏﾆｱ・ﾎﾟｰﾗ

ﾝﾄﾞ工場出張意見交換：光井君、地区大会に多くの

会員のご出席有難うございました：杉原君、米子市

新開に社屋移転しました：高橋君

今や９万８千人そこそことなり会員の増強が急務であ

るとのことでありました。当クラブも会員減少に歯止

めをしなければならないとの危機感を持って、近日

中に会員増強に成功しておられる名古屋東南ＲＣか

ら講師を考えております。最後ですが、次年度のこと

も考えなくてならず、１１月１９日には臨時総会を考え

ております。

幹事報告

１．地区大会ご臨席のお礼

２．ＧＳＥ送別会ならびに壮行会の出席のお礼

３．「もみの木祭」開催について

１１月２３日（日）

４．ロータリーレート通知

１１月 １００円／ﾄﾞﾙ

５．例会変更通知

境港ＲＣ １１月２５日（火) 夜間例会

１２月１６日 忘年家族会

２３日 休会

３０日 休会

※ビジター受付は11/25,12/16のみ

会長挨拶

地区大会には多くのメンバーにご参加いただきまして、

本当にうれしく思います。心より感謝申し上げます。

またＧＳＥの方から米子東ＲＣが一番良かったとの御

礼の言葉を頂き大変光栄に思います。ホームステイの

皆様をはじめ多くに皆様にご支援いただき本当にあり

がとうございました。地区大会の前夜には、５ＲＣの会

長,幹事の皆様と連れだって、小土井会員の案内役に

て夜の岡山の灯を探索してまいりました。ＲＣバッチを

つけたまんまで「キャバレー」なるものを満喫してまいり

ました。大変反省いたしております。

今回の地区大会はＲⅠの理事が３名も参加されること

はめずらしく、大変盛り上がった大会でありました。

ここに渡辺好政前ＲＩ理事の講演の内容をご紹介しま

す。「ロータリーは常に前向きに、積極的に思いをもっ

て、ロータリーライフをエンジョイ致しましょう。」「ＲＩとし

てのロータリーを考えなさい！地区としての、クラブとし

ての、そしてロータリアンとしてのロータリーと４つの視

点から考えなさい。」「相手に奉仕の心を伝えるには、
自分自身が謙虚にならなければならない。」とお話に

なりました。そして最後にメンバーの減少問題
につい

て述べられました。一時は１２万８千人のメンバーが



次回プログラム
１１月１２日 「未定」

名古屋東南ＲＣ直前会長
㈱ＪＬ代表取締役 伊藤秀雄 氏

倉吉中央ＲＣ １１月１９日（水) 夜間例会

倉吉ＲＣ １１月２５日（火) 職場訪問例会

１２月３０日 休会

※ビジター受付は11/19,11/25のみ

鳥取西ＲＣ １１月２１日（金) 休会

※ビジター受付なし

プログラム

「私の職業」

光井 芳喜 君

ＪＴ（日本たばこ株式会社）の米子工場に勤務しておりま

す。当社は「デライト・ファクトリー」を社員一丸となりめざ

しております。「デライト」とは喜び、「ファクトリー」とはもの

作りであります。

ＪＴは３大事業で成り立っております。医療、食品、たばこ

であります。医療は大阪の高槻に研究所を設置、エイズ、

高血圧など取引先は病院等が

ほとんどであります。食品は最近問題となりました「中国

餃子事件」の当事者でもあります。

現在は中国に食の安全管理局を設置して、外部関係者

も動員して万全の品質管理に

徹しております。たばこは海外と国内と二つの事業部が

あります。海外事業部は世界１２０ヶ国に及び工場は２０

工場あります。世界市場（中国を除く）の３０％のシェアを

持ち、現在も伸びております。国内事業となると大変厳

しく需要は減少しております。米子工場は中国四国地区

で残された唯一の工場であります。従いまして末長く

米子工場を操業していかなければなりません。

１１月１９日 「ＩＡＣ活動について」
米子松蔭高等学校ＩＡＣ

なぜ米子工場が残ったのか？理由は二つあります。

ひとつは明治大正期におけるたばこ産業の一躍をな

した後藤家の存在であります。鉄道（国鉄）とともに多

大な影響力を及ぼしたからです。二つめは米子周辺

がたばこの産地であったことであります。

次にたばこ税についてですが、平成２０年度米子市

の一般会計は１９５憶円でたばこ税は１１憶円でありま

す。平成１１年度も同じ１１憶円であります。その間２回

の増税があったにもかかわらず、たばこ需要の減少を

物語る一例であります。

ＪＴの社会貢献活動については第一に青少年育成に

関しＮＰＯ助成金活動に参画しております。第二にア

ジア留学生奨学金、第３にスポーツ教室（バレーボー

ル）第４に子供達参加の将棋シリーズをやっておりま

す。環境保全におきましては全国に「ＪＴの森」の活動

を展開しております。

全国の街作り運動の一環として各地域の祭りに参画

いたしております。米子のがいな祭りの参加がそうで

あります。

文化芸術面におきましてはＪＴ本社の２階には音楽

ホールを設置して、オーケストラの方たちに自由に

使っていただいております。また海外国内の被災地

の支援活動のも会社をあげて協力しております。

ＪＴのたばこ産業のスタンスは「たばこを吸う方、吸わな

い方が共存する社会を目指す」であります。

その為に羽田空港をはじめ全国のいたるところに喫

煙ブースを設置いたしております。

ＪＴはこれからも皆様のご理解を頂いて発展していきた

いと願っております。

ロータリーへの想い

《 原稿提出のお願い 》

会報ﾘｰﾀﾞｰ 荒川圭三

週報に「ﾛｰﾀﾘｰへの想い」を掲載しておりますが、現在、提出が全くありませ
ん。早期の提出は大歓迎ですので、順番関係なく、皆様からの提出をお待
ちしております。どうぞ、ご協力宜しくお願い致します。


